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普通と自然と自分らしさ 
                                   副校長 神野 崇 

 水色の線が美しいアオスジアゲハは、幼虫の時にクスノキの葉を食べて育

ちます。クスノキは、少し前の時期に葉を落としました。「木は普通、秋に

葉を落とすのでは。」と思うかもしれませんが、春にこっそり新芽が出て黄

緑色の葉っぱがそよ風になびくころ、落葉するのです。なんとも不思議です

が、自然界のごくごく自然の営みです。 

 さわの里小学校も新年度が始まって約 2ヶ月が経ちました。なかよし班の

活動も始まりました。もちろん学年の先生の指導があってですが、ごく自然に 6年生がリーダーシ

ップをとっています。体力テストの記録の測定は、班ごとに場所を回るのですが、ペア学年（1・6

年、2・5 年、3・4 年）の年上の児童が声をかけて次にやることや、注意点を話していました。注

意だけではなく、コツを教えていたり、出した記録に「すごい！」と言って共に喜んで共感してい

たりする児童もいました。3・4年生などは、お互いに協力し合っている場面も見られて、まさに本

校の特色であり、育ってきたところだと感じました。 

 落ち葉は普通秋にあるもの。「仲良し班は普通上の学年が進めるもの。」と言う普通をこえて、自

分たちの取組みが輝いています。一人ひとりの輝きは、時期も異なれば光り方も違います。みんな

安心して自分の力を発揮してください。ときには、仲間の力を借りたり、教職員に引き出してもら

ったり、ボランティアの方に支えられたり。そういえば、職員室でコクワガタを見つけました。こ

れもさわ小らしさ、さわ小の普通かもしれません。 
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内科校医をお勤めいただいていた北村 剛彦様が御退職され、箕原 豊様が着任さ

れました。どうぞ、よろしくお願いします。 


